
7. 固定棚板の取り付け

床

壁

左右の側板・仕切板のシステム穴に固定金具
を取り付けてください。

固定棚板を固定金具の上にのせ、ビス (L=20)
にて取り付けてください。

側板・仕切板

システム
ビス

固定金具

側板・仕切板

固定棚板

ビス
(L=20)

固定金具固定金具

固定棚板

8. 可動棚板の取り付け

固定金具が同じ高さになるようにご確認く
ださい。

床

壁

可動棚板のみの施工はお避けください。（側板・仕切板下部から1000mm以内に１カ所は必ず
固定棚板もしくはフレーム引出しやフラップダウンボックスをご使用ください。）
お守りいただけない場合、収納全体の寸法精度及び強度が保てない可能性があります。

9. 樹脂棚板の取り付け

その上に可動棚板をのせてください。可動棚受のピンをシステム穴に差し込みます。

可動棚板

側板・仕切板

可動棚受（後） 可動棚受（後）

可動棚板

側板・仕切板
ダボ穴が
空いている
面を下に

（後） （前）

右側

・可動棚受（前） は形状が左右異なりますの
でご注意ください。

・可動棚受が同じ高さになるようにご確認
ください。

可動棚受（前）

樹脂棚板

その上に樹脂棚板をのせてください。棚ダボの円柱が細い方をシステム穴に差し込
みます。

側板・仕切板

棚ダボ

棚ダボ

溝がある
面を下に側板・仕切板

樹脂棚板棚ダボ

・W598、W778には鉄芯が入っています。カットする際は鉄芯を樹脂棚板から抜き取り、高速
カッターでカットします。樹脂棚板は電動丸ノコでカットしてください。両方をカットした後、樹
脂棚板の元の位置に鉄芯をはめ込みます。

棚ダボが同じ高さになるようにご確認くだ
さい。

床

壁

・樹脂棚板のみの施工はお避けください。（側板・仕切板下部から1000mm以内に１カ所は必
ず固定棚板もしくはフレーム引出しやフラップダウンボックスをご使用ください。）
  お守りいただけない場合、収納全体の寸法精度及び強度が保てない可能性があります。

※固定棚板にカットが必要な場合、設置する直前に設置位置の寸法を測定してカットすることをお薦めします。

※可動棚板にカットが必要な場合、設置する直前に設置位置の寸法を測定してカットすることをお薦めします。

※樹脂棚板にカットが必要な場合、設置する直前に設置位置の寸法を測定してカットすることをお薦めします。

可動棚受（前）

各サイズ鉄芯入数　W378・W418：0本 ／ W598：1本 ／ W778：2本
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※製品全体図は両側オープンの場合を表記しています。 （単位：mm）

10. 背板パネルの取り付け
あらかじめ、背壁
桟木 (上 )・背壁桟
木 (下 ) の間、側板・
仕切板の間の寸法
に合わせてカット
します。

接着剤（現場調達）で壁面に背板パネルを貼り
付けます。必要に応じて周りにコーキング（現
場調達）を行なってください。

床

壁

床背板
パネル



12. フラップダウンボックスの取り付け

13. 上吊りハンガーパイプの取り付け

下開き
ボックス

上吊
パイプ

※上吊ハンガーパイプは固定棚板、フ
ラップダウンボックス、天板に取り
付けることが可能です。

■パイプ位置の目安

システム穴に向かってシステムビスで固定
金具を取り付けます。次に固定金具の上に
フラップダウンボックスを載せ、下側から
ビス (L=20) で固定します。

内側から側板・仕切板に向かってビス (L=38) でボッ
クスを固定し、ビスキャップを取り付けます。
※下穴はありません。

システム
ビス

ビス
(L=20)
ビス
(L=20)

固定金具固定金具

システム穴

フラップダウンボックス

ビス (L=38)
ビスキャップセット

上吊ハンガーパイプを取り付ける位置を決定し、ブラケット
取り付け位置に 5mmのキリで下穴を開けます。
※棚板の間口をカットして使用する場合、パイプも同寸法分
カットしてください。

40 40

下穴 下穴

天板 /固定棚板 /
フラップダウンボックス底板

下穴に向かってブラケットを取り付け、
板上部から固定ネジで固定します。その
後、パイプをブラケットに差し込みます。

下穴

固定ネジ固定ネジ

ビスキャップ

ブラケット

パイプ

もう片側のブラケットをパイプへ差し込み、
板上部から固定ネジで固定します。

パイプ

下穴

固定ネジ

ブラケットブラケットワッシャー

ビスキャップ

ワッシャー

ビスキャップ

ワッシャー

ビスキャップ

ワッシャー

パイプ
（W340/W520/W700）

床

壁

床

床

壁

システム穴システム穴

■棚板やフレーム引出しと高さを並べてきれいに設置したい場合（納まりについてはP17をご確認ください）

（W420）/W600/W780
前面から
100
（推奨寸法） パイプ設置の奥行位置はパイプに吊るす物を想定して決定してください。

図を参考に、左右の側板・仕切板のシステム穴から 20mm上の部分にφ2.5mmの下穴を
開けます。

3220

側板・仕切板

下穴下穴

下穴に向かってシステムビスで固定金具を取
り付けます。次に固定金具の上に下開きボッ
クスを載せ、下側からビス (L=20) で固定し
ます。その後ビス (L=30) でボックスを固定
し、ビスキャップを取り付けます。（上記参照）

システム
ビス

固定金具固定金具

ビス
(L=20)
ビス
(L=20) 下穴下穴

下穴

下穴が貫通しないようご注意ください。

固定金具が同じ高さになるように
ご確認ください。

20

側板・
仕切板

側板・
仕切板

棚板金具
設置位置

固定金具
取り付け位置
固定金具
取り付け位置
固定金具
取り付け位置

8つ下のシス
テム穴から
20mm上

ブラケットの取り付け下穴ピッチ
＝パイプカットの長さ 下穴 下穴

パイプ長さ

下穴ピッチ

ブラケット

 参照P17

パイプの設置高さは、吊るす物
によってかわります。

傘
床から900～1000mm

ブーツハンガー
床から700～800mm
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※製品全体図は両側オープンの場合を表記しています。 （単位：mm）オプションパーツの施工（続き1）

床

壁

15. スライドハンガーの取り付け

14. スリッパラックの取り付け （納まりについては P17をご確認ください）

※スライドハンガーは天板、固定棚板
に取り付け可能です。

スリッパ
ラック

スライド
ハンガー

・スライドハンガーは壁面から 20mm 程度あ
けて取り付けてください。
・壁と垂直になるように取り付けてください。

スライド
ハンガー
スライド
ハンガー

天板

ハンガー部分を最大限に引き出し、天板に向
かってレール部分を３箇所、ビス (L=16) で
固定します。  ※下穴はありません。

スライド
ハンガー

ビス (L=16)
天板

20

垂直確認

片側のブラケットを取り付けま
す。側板・仕切板を挟んで反対側
から固定ネジで固定します。

固定ネジ

ブラケット

ブラケットブラケット

ブラケットにパイプを差し込み
ます。

パイプ

もう片方のブラケットをパイプへ
差し込み、側板・仕切板を挟んで
反対側から固定ネジで固定しま
す。

固定ネジ固定ネジ

パイプ
ブラケット

ワッシャー

ビス
キャップ

ワッシャー

ビス
キャップ

ワッシャー

ビス
キャップ

仕切板に取り付ける場合A

はじめにブラケット取り付け位置
のシステム穴を 5mm のキリで貫
通させてから　  仕切板と同様の
手順でブラケットを取り付けま
す。

側板の外側に取り付ける場合B

B

A

床

壁

・スライドハンガーの設置は600mm以上
の間口が必要となります。
・スライドハンガーは取り付けるスペース
のセンターに施工してください。

・間口600mm以上
・センターに施工

側板・
仕切板

側板・
仕切板

側板・
仕切板

・取り付け予定位置の反対側に
他のオプションパーツがある
場合、スリッパラックの取り付
け位置にご注意ください。
・取り付け予定位置の反対側
が壁の場合は側板取り付け
前に先にスリッパラックを
側板に取り付ける必要があ
ります。

側板・
仕切板

ブラケットブラケット
固定ネジ

ビスキャップ

ワッシャー

［ブラケット取り付け断面図］

壁

A
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スライド丁番を丁番座金にはめ込みます。
※正しくはめ込むとカチッと音がします。
(開戸位置の調整はP12をご確認ください。)

開戸

天板

ダンパー

丁番座金

カチッ

スライド丁番スライド丁番
側板・仕切板
側板・仕切板

天板

開戸

16. 開戸 ( フル ) の取り付け

側板・仕切板下部のシステム穴に連結用ボルトを取り付け、棚板をのせます。
その後上図のように金具を固定します。

側板・仕切板に丁番座金をシステムビスで固定します。
=丁番座金取付位置

金具の固定方法
開放

固定

右に回す

ゆるむ しまる

約90°

開戸用固定棚 開戸用固定棚

桟木桟木

連結用ボルト

側板・仕切板

丁番座金取り付け向き

手前(扉側)

奥

手前 手前

システム穴
下から4,5個目

システム穴
下から19,20個目

システム穴
上から18,19個目

システム穴
上から3,4個目

開戸用
固定棚

天板

ビス (L=12)

ダンパー

ダンパーの部品①を側板・仕切板に引っ掛け、部品①のビス穴に合わせて下穴を開けます。
（側板・仕切板、上下２カ所　下穴位置は上図参照）

その後、下穴に向かってダンパー部品①をビス(L=12)で固定し、ダンパーをセットします。

ダンパー取り付け向き

1616

システム穴

下穴

丁番座金
天板

1616 下穴

天板

ダンパー
部品①
ダンパー
部品①

引っ掛ける

=ダンパー取付位置

※ダンパーが水平に
取り付くように下穴
を開けてください。

手前(扉側)

奥

ダンパー部品①

1

3 4

5

スライド丁番を開戸のカップ穴に差し込み、ビス
(L=12)で取り付けます。 =スライド丁番取付位置

2

スライド
丁番

開戸
ビス(L=12)開戸

(フル)

丁番座金

システムビス

天板

側板・仕切板

システム穴
下から３個
目の位置に
取り付け

側板
・
仕切板 側板・仕切板

側板
・
仕切板

丁番座金はビス穴がある方が手前（扉側）に
なります。逆に取り付けると扉を付けることが
できません。

開戸用
固定棚

開戸用
固定棚
開戸用
固定棚

部品①のツメ部分を引っ掛けた際、側板・仕切板に隙間が開かないようにご注意ください。

ダンパー
部品①
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※製品全体図は両側オープンの場合を表記しています。 （単位：mm）オプションパーツの施工（続き2）

手前手前

1616

システム穴

下穴

ダンパー
部品①
ダンパー
部品①

側板・仕切板

システム穴
開戸用棚板上
から3,4個目

システム穴
開戸用棚板下
から1,2個目

システム穴
開戸用固定棚
から3,4個目

システム穴
上から3,4個目

17. 開戸 ( ショート )の取り付け

開戸(フル) と同様に側板・仕切板
のシステム穴に連結用ボルトを取り
付け、開戸用固定棚をのせます。
その後金具で固定します。

開戸
(ショート)

側板・仕切板

手前

システム穴
下から3個目

システム穴
下から20個目

システム穴
上から18個目

開戸用固定棚

開戸用固定棚

開戸用固定棚

ビス (L=12)

ダンパー部品①

天板

開戸

開戸

1

スライド丁番を丁番座金にはめ込みます。
※正しくはめ込むとカチッと音がします。
(開戸位置の調整は右記をご確認ください。)

開戸

天板

ダンパー

カチッ

スライド丁番スライド丁番

丁番座金

5

スライド丁番を開戸のカップ穴に差し込み、ビス
(L=12)で取り付けます。
=スライド丁番取付位置

2

スライド
丁番

開戸
ビス(L=12)

側板・仕切板に丁番座金をシステムビスで固定します。
=丁番座金取付位置

側板・仕切板

丁番座金

システムビス

天板

丁番座金取り付け向き

手前(扉側)

奥
ダンパー取り付け向き

天板

ダンパー
部品①
ダンパー
部品①

引っ掛ける

※ダンパーが水平に
取り付くように下穴
を開けてください。

手前(扉側)

奥

3 4

側板・仕切板

側板・仕切板

開戸用
固定棚
開戸用
固定棚

開戸用
固定棚
開戸用
固定棚

開戸用
固定棚
開戸用
固定棚

開戸用
固定棚
開戸用
固定棚

開戸用
固定棚
開戸用
固定棚

開戸用
固定棚
開戸用
固定棚

開戸用
固定棚
開戸用
固定棚

丁番座金はビス穴がある方が手前（扉側）になります。
逆に取り付けると扉を付けることができません。

左図のとおり、開戸(ショート)
を上部に取り付ける場合は開
戸用固定棚1枚を設置。
下部に取り付ける場合は開戸
用固定棚を2枚設置します。

開戸センター部分

ダンパーの部品①を側板・仕切板に引っ掛け、部品①のビス穴に合わせて下穴を開けます。
（側板・仕切板、上下２カ所　下穴位置は上図参照）

その後、下穴に向かってダンパー部品①をビス(L=12)で固定し、ダンパーをセットします。
=ダンパー取付位置

部品①のツメ部分を引っ掛けた際、側板・仕切板に隙間が開かないようにご注意ください。

開戸用固定棚

桟木

金具の固定方法

開放

固定

右に回す

ゆるむ しまる

約90°

連結用ボルト

ダンパー

11



開戸位置の調整について

①開戸のゆがみ・左右の位置を調節
下図Aに示すネジを左右に回して、開戸の
左右の位置を調節してください。

天板
A

開戸

吊り元側
取手側

左 右

取手側吊り元側ネジを左回し
　   開戸は吊り元側へ移動

ネジを左回し
　   開戸は取手側へ移動

②開戸と本体の隙間を調節

B

ネジを
ゆるめる

前後に動かす 天板

開戸

左

③開戸の上下を調節
下図Cに示すネジ(丁番座金にあります)を左
に回してゆるめ、開戸を上下に動かして調節
し、ネジを締め直して固定してください。

C
ネジを
ゆるめる左

12



13

天板ジョイント部から②・③の側板までの
幅は350～1100mmにしてください。

※フレーム引出しやフラップダウンボックスな
ど、手前に引出すオプションパーツを設置する
際は、②・③の側板に干渉しないか引出し幅を
ご確認ください。

350～1100mm

①ベースセット：両端に側板があり、壁に取り付けます。／②連結セット：片方の側板がなく、天板を連結させます。

ジョイント金具の取り付け方

ジョイント金具をベースセット（①・②）
の天板に付属のビス（L=16）で取り付
けます。

ジョイント金具を連結セット（②・③）
の天板に付属のビス（L=16）で取り付
けます。

天板②・③
天板①・②

L=16ビス

ご注意

天板②・③

L=16ビス ジョイント金具

1 2

1 2

3 4

①の施工を行なってください。 ②の背壁桟木と側板の施工を行なってください。

②の他パーツの施工を行なってください。②の天板にジョイント金具を
取り付け、①の天板にはめ込み
ながら、②の側板、仕切板の上
にのせます。ジョイント金具と
①の天板をビスで固定し、②の
天板と側板を固定金具で固定
してください。
（ジョイント金具の設置方法詳
細は下記「ジョイント金具の取
り付け方」をご確認ください）

ジョイント金具

②の背壁桟木は必ず①の
背壁桟木ラインとそろえ
て取り付けてください。

ジョイント金具ジョイント金具

側板

L 型、U型の施工について

定寸

350～1100mm

定寸

側板 側板 側板

背壁桟木天板

背壁桟木ライン

壁

440mm・
620mm・
800mm

420mm・
600mm・
780mm

350～1100mm

①・②

②・③

L型
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①ベースセット：両端に側板があり、壁に取り付けます。／②・③連結セット：片方の側板がなく、天板を連結させます。

③の背壁桟木と側板の施工を行なってください。

～　　　　までは左記と
同じように施工します。
1 4

5

6 7 ③の他パーツの施工を行なってください。
ジョイント金具

350～1100mm

定寸

側板 側板 側板

背壁桟木天板

背壁桟木ライン

壁

440mm・
620mm・
800mm

420mm・
600mm・
780mm

③の背壁桟木は必ず①・②
の背壁桟木ラインとそろえ
て取り付けてください。

③の天板にジョイント金具を
取り付け、②の天板にはめ込み
ながら、③の側板、仕切板の上
にのせます。ジョイント金具と
②の天板をビスで固定し、③の
天板と側板を固定金具で固定
してください。
（ジョイント金具の設置方法詳
細は左記「ジョイント金具の取
り付け方」をご確認ください）

U型
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パーツ詳細図

フレーム引出し フラップダウンボックス

天板背壁桟木

900・1300・1750・1950

29
6

20

5
24
7

4

590・7705 5 270

25
6

21

295

35

11

35 225 35

28
16
96

15
6

60
.5

20.5

35

R6

R6

R30

17
35

20

60
.5

20.5

11

295

35

11

35 225 35

28
16
96

15
6

60
.5

20.5

35

R6

R6

R30

17
35

20

60
.5

20.5

エッジテープ

エ
ッ
ジ
テ
ー
プ

ダボ穴φ2.9
深さ12

ダボ穴φ2.9
貫通穴

20

60

L=880/1280/1730/
　 1930/2950

t=20   MDF

R6

R6

オレフィンシート

12
8・
19
2

5
12
3・
18
7

20

288

15 389・569・749 15

27
0

18

410・590・770 55

26
5

420・600・780

338・518・69823
5

56
・
10
6

20 580・760 20

27
0

21

600・780

エ
ッ
ジ
テ
ー
プ

17
24

11
0

11
0

48
0

54
4

48
0

21

表 裏

307・397
エッジテープ

側板 仕切板 開戸（フル）

扉併用
不可

扉併用
不可

［上面図］ ［上面図］

［正面図］［正面図］ ［側面図］ ［側面図］
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単位：mm

スリッパラック

ジョイント金具スライドハンガー

開戸（ショート）

樹脂棚板固定棚板・可動棚板

上吊ハンガーパイプ

開戸用固定棚

パイプ（35×15）

ブラケット ブラケット

扉専用
パーツ

378・418・598・778

29
0

12420・600・780

29
0

20

エッジテープ

ダボ穴φ2.9
深さ12

340・520・700 

20

36

10
5

60

15

10

11
0

35
2

11
0

57
2

307・397

21

表 裏

エッジテープ

380・600・780

29
4

20

エッジテープ

幅598、幅778には鉄芯が
入っています。カットする際
は高速カッターをご使用く
ださい。
各サイズ鉄芯入数 
　幅 378：0本
　幅 418：0本 
　幅 598：1本 
　幅 778：2本

扉併用
可

扉併用
可

扉併用
可

扉専用
パーツ

マーク表記

扉併用
不可

扉併用
不可

扉併用
可

扉併用
可

扉併用
可

7287
42

2.
5

23

206.515.5
24.5

12
.5

2

295

245

25

25

パイプ（φ10）

225

収納時：270
最大：443

25

100

45

現場カット可能なパーツ　　　　開戸と併用して取り付け可能　　　　     開戸専用のオプションパーツ

　　　　　　　　　　　　　　  開戸と併用して取り付け不可能　　　　　



システム穴
4つ間隔を
開ける（推奨）

17
55

樹脂棚板・スリッパラック

樹脂棚板

システム穴 7つ
間隔を開ける
（推奨）
※システム穴の間隔
はあくまでも推奨
位置ですので収納
するものの大きさ
に合わせて調節し
てください。

※システム穴の間隔
はあくまでも推奨
位置ですので収納
するものの大きさ
に合わせて調節し
てください。

スリッパラック

開戸（フル）

開戸用固定棚

システム穴
6つ間隔を
開ける（推奨）

システム穴
5つ間隔を
開ける（推奨）

システム穴
4つ間隔を
開ける（推奨）

17
24

32

3

1
2

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19

3

1
2

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

シ
ス
テ
ム
穴
ピ
ッ
チ

21 295

※システム穴の間隔
はあくまでも推奨
位置ですので収納
するものの大きさ
に合わせて調節し
てください。

※丁番座金取り付け
システム穴

　数え位置

システム穴
4つ間隔を
開ける（推奨）

システム穴
4つ間隔を
開ける（推奨）

3

1
2

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18

3

1
2

4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15
16
17
18
19
20

開戸（ショート）

57
2

21 295

57
2

開戸用固定棚

開戸用固定棚

開戸用固定棚
※丁番座金、固定棚
　取り付けシステム穴
数え位置

スライドハンガー

20

スリッパラック

棚板前面から
100mm程度
棚板前面から
100mm程度

システム穴 7つ
間隔を開ける
（推奨）
※システム穴の間隔
はあくまでも推奨
位置ですので収納
するものの大きさ
に合わせて調節し
てください。

上吊ハンガーパイプ上吊ハンガーパイプ

20固定金具
取り付け位置
固定金具
取り付け位置

フレーム引出しH192

フレーム引出しH128

棚板上面と平行に並べて設置し
たい場合、引出し用側板は棚板
の金具から 1つ下のシステム穴
にシステムビスで固定します。

引出し用側板
固定位置

引出し用側板
固定位置

棚板上面と平行に並べて設置し
たい場合、引出し用側板は棚板
の金具から 2つ下のシステム穴
にシステムビスで固定します。

固定棚板

固定棚板

可動棚板

側板・仕切板

天板

背壁桟木

背壁桟木

フラップダウン
ボックス

棚板上面と平行に並べて設置し
たい場合、フラップダウンボッ
クスは棚板の金具から 8 つ下の
システム穴より 20mm 上に下
穴を開け固定金具で固定します。

固定棚板・可動棚板 フレーム引出し・フラップダウンボックス スライドハンガー
上吊ハンガーパイプ

単位：mm

17

パーツ設置位置・納まり図



側板

1入
2入

1
側板 固定金具

2(左右各1)
3
6

(φ4.2 , L=13.5)

6
12

ビス(φ4.0 , L=20)
3
6

L字ブラケット
2
4

L字キャップ
2
4

ビス(φ4.0 , L=51)
システムビス

ビス(φ4.0 , L=65) 天板 エッジテープ

2
4

ビスキャップセット
4
8

仕切板

1入
2入

1
仕切板 固定金具

2(左右各1)
3
6

9
18

3
6

L字ブラケット
4
8

4
8

ビス(φ4.0 , L=51)
4
8

固定棚板

1入
2入

1
固定棚板

2 8 8 8

固定金具
4 4 4

固定金具
4

ビスキャップセット
24 4

可動棚板

1入
2入

1
可動棚板 左 右

可動棚受（前）
可動棚受（後）

2
1
2

1
2

2
4

背壁桟木

L880
L1280

2
背壁桟木

2
6 900・1300・1750・1950 1 2 各1
8

L1730 2 10
L1930 2 10
L2950 2 14

天板
施工説明書・
取扱説明書

樹脂棚板

2入
8入

2
樹脂棚板 棚ダボ

8
8
32

フレーム引出し

1 4
フレーム引出し

フラップダウン
ボックス

1
フラップダウンボックス

ブラケット
2

固定ねじ(L=30)
2 2

ビスキャップ

上吊ハンガーパイプ

1
パイプ(15×35)

ブラケット
2 2 2

ビスキャップ

スリッパラック

1
パイプ(φ10)

(φ4.2 , L=13.5)
システムビス

ビス(L=65)

ワッシャー ビス
キャップ

ワッシャー ビスキャップ

ワッシャー ビスキャップ

開戸用固定棚
1

連結用ボルト
4

キャップ
4

3

スライドハンガー

1
スライドハンガー

4
ビス(φ3.5 , L=16)

ビス(φ4.0 , L=16)

ジョイント金具

1
ジョイント金具

開戸

ショート

フル

2(左右共通)
開戸 スライド丁番 丁番座金

2(左右共通)
4
8

4
8

8
16

12
24

開戸用ダンパー
2
4

開戸用固定棚

ビス(φ4.0 , L=20)

(φ4.2 , L=13.5)
システムビス

ビス(φ4.0 , L=20)

(φ4.2 , L=13.5)
システムビス

(φ4.2 , L=13.5)
システムビス

ビス(φ4.0 , L=20)

固定ねじ(L=30)

(φ4.2 , L=13.5)
システムビス

ビス(φ4.0 , L=12)

L字キャップ

ビス(L=38)

ワッシャー ビス
キャップ

背板パネル
12

ブーツハンガー 背板パネル

1 4 4 8 12 2

ベースパーツ　　

オプションパーツ

本製品のパーツには現場カットでの幅調整が可能なパーツ（  　　　 ）、幅調整が不可能な定寸パーツ（ 　　 ）があります。
下の一覧表にてご確認ください。

単位：mm

18

パーツセット明細表



TM‒ENCM1106‒01 P

特需営業チーム
技術営業チーム            

本社  〒760-0067　香川県高松市松福町1-15-10

TEL（087）825 - 3 632
TE L（087）806 - 3 660
TE L（087）825 - 3 621
TE L（087）825 - 3 622
TE L（087）825 - 3 623
TE L（087）825 - 3 624
TE L（087）825 - 3 625
TE L（087）825 - 3 631

TE L（087）825 - 3 662
TE L（087）825 - 3 651

FAX（087）825 - 3695
FAX（087）825 - 3645
FAX（087）825 - 3645
FAX（087）825 - 3646
FAX（087）825 - 3647
FAX（087）825 - 3648
FAX（087）825 - 3649
FAX（087）825 - 3659

FAX（087）825 - 3669
FAX（087）806 - 3640

北海道・東北営業グループ
関東甲信越営業グループ          

新規需要開拓グループ
営業開発グループ           

首都圏営業グループ
中部営業グループ
近畿営業グループ
中四国営業グループ
九州営業グループ        


